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　瓜生島伝説
　先日、仕事の合間の休憩中、別府湾を眺めながら、ふと思い
ました。
『昔はここ（別府湾）に瓜生島があったんだな』と。
　今では記憶もおぼろですが、若いころに見た瓜生島の地図
には、私の生まれた大分市浜町が濱村として、幼いころに遊ん
でいた同町の恵比須神社が蛭子社として、その地図にはっきり
と記されていました。最近では、その地図のことなどすっかり忘れ
ていましたが、今回、インターネットにて【瓜生島　地図】と検索し
たところ、当時見た地図の画像がたくさん出てきました。
　そこで本日は、一夜にして沈んだとされることから『日本のアト
ランティス』とも呼ばれている幻の島、『瓜生島』についてネット情
報を基にお話させていただきます。
　古記録より【瓜生島は大分県の別府湾にあったが、安土桃
山時代、一夜にして沈んだとされている島で、別名、沖の浜とも
言われている】
　そう言えば私が幼いころ、明治生まれの祖父は現在の５号地
辺りを「沖の浜」と言っていた記憶がよみがえります。
　古記録続き【古い記録に収められた話を基にすると、瓜生島
は別府湾内、大分市から400～500ｍ沖、大分川の河口付近に
あり、島の周囲は約12ｋｍ、人口約5000人だったと推測される。
　伝説では、島の蛭子神社にあった蛭子像の顔を不心得者が
赤く塗ったことによる祟りで島が沈んだとされる。瓜生島は別名、
沖の浜（島）といい、全国から船が出入りし、民家を含めた建物
は約1000軒。寺社や薩摩藩大名の島津勝久の居館もあったと
される。また、瓜生島の北側には久光島と呼ばれた島も存在し
ていた。　
　瓜生島は1596年9月4日にマグニチュード7.0と推測される慶
長の大地震・津波によって沈んだとされている。現在までの調査
では、別府湾内に島らしきものは確実に存在したが、それが島
だったのか、半島だったのか、または海岸沿いにあった漁村だっ
たのかは諸説あり、研究者によっても見解が分かれている】と記
されています。
　昔、別府湾に伝説の瓜生島が存在したのは本当なのか。正
直なところ、現在を生きる私達にとって、その知識や真否は大し
た意味を持ちません。しかし、時には独り無目的に海を眺め、古
の伝説を想う。そんな漠とした時間も、忙しない時代を生きる私
達にはとても大切なのではないでしょうか。
　少し時間に余裕のできたコロナ禍、今こそ『やらなくてもいい
が、やりたかったこと』にチャレンジしてみましょう。
　瓜生島伝説、信じるか信じないかはアナタ次第です。
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＊今週のお祝い

結婚記念日 西岡　一雄会員（1月28日）



ニコボックス

★矢羽田　光会員（1口）
オリンピック委員会より企業合同の一員バッヂが来ました。
実行するとの決意の様です。

例会の予定

■ 2 月 1 日（月）

■ 2 月 8 日（月）

■ 2 月15日（月）

■ 2 月22日（月）

ゲスト卓話
㈱三井住友銀行　大分支店長　桑山  上様　
地区補助金セミナー報告　全員協議会
ゲスト卓話　RCC
チャーターメンバー会員卓話　トキハ会館

幹事報告

・2021学年度米山奨学生　世話クラブ募集のご案内
　オリエンテーション 2021年4月3日㈯ 13：30～ （ZOOM使用）
　出席予定：吉良会員・清水会員

・地区大会申込期限延長について
　登録締切日　2021年2月5日㈮
　最終追加・取消・変更締切日　2021年2月19日㈮

・「御礼」ＲＩ2720地区ガバナーエレクト　大森克磨様より
　国際ロータリー第2720地区　大分第4グループの皆様へ

お知らせ

今後の例会についてリモートにてご出席の方は、事務局まで
ご連絡お願い致します。

新会員の卓話

シン・ジェホ会員

阿南　亜由美会員

〈卓話の時間〉 （1月18日）

　日本に来て最初は、料理教室からはじめました。そして少しずつお客さんの要望に応え、ランチ
のお店から始め今日に至ります。オープンするまで困難もあり、何度か韓国へ戻りたいと思うことも
ありましたが、そのたびに今まで出会ったお客さんから沢山の励ましの言葉をいただき、感謝と同
時にまた頑張ろう、美味しいお店を作って喜んで頂こうという気持ちになりました。お店の名前は、
「コッキル」韓国語で「花の道」です。大分から世界へ発信していけるようなお店になればと思って
います。どうぞ宜しくお願いいたします。

　弊社は、下ノ江造船内で船内外の『艤装』を行っています。『ぎそう』と言う言
葉に聞き慣れない方も多いと思われますので、まずは船が出来上がるまでを簡単
に紹介させて頂きます。下ノ江造船では国外からの受注『外航』が8割、国内か
らの受注『内航』が2割の割合で運営しております。船の種類は、主に4種類。
chemical tanker（化学物質などを運搬）・LPG tanker（液化石油ガスなどを運
搬）・LEG tanker（エチレンガスを運搬）・molten sulfur tanker（溶融硫黄運
搬）です。まず①船台でブロックを船尾から船央→船首の順に組立、②装飾品
（艤装品）の取付け※この作業が弊社の仕事(艤装)です、③外壁塗装、④進水
（ここからは、船を浮かべた状態で残りの作業を進めます。少し特殊な技法で水
を入れ進水させています）、⑤仕上げ工事(艤装・塗装)、⑥海上試運転（2日間か
けて、下ノ江沖～佐田岬沖までをグルグル運転します）、⑦試運転を終え不具合
などの追加工事、⑧竣工出来上がりとなります。船の大きさにもよりますが、大体一
隻が3ケ月～6ケ月程で出来上がります。
以上が弊社の事業内容となります。
今後とも宜しくお願いいたします。


